









































































教科 １次受験者数 １次合格者数 最終合格者数 倍率
社　会 370（425） 78（117） 42（53） 8.8（8.0）
数　学 292（330） 109（120） 43（65） 6.8（5.1）
理　科 248（255） 79（100） 42（50） 5.9（5.1）
技　術 37（ 35） 27（ 30） 13（16） 2.8（2.2）
全科合計 2,139（2,331） 706（883） 343（440） 6.2（5.3）
表２　高等学校等教員　教科（科目）別　結果（（　）内は平成30年度）
教科 １次受験者数 １次合格者数 最終合格者数 倍率
地理歴史 207（250） 56（60） 29（31） 7.1（8.1）
公　　民 87（101） 32（28） 16（14） 5.4（7.2）
数　　学 237（259） 71（68） 34（35） 7.0（7.4）
理　　科 208（242） 66（80） 33（40） 6.3（6.1）
工　　業 28（ 38） 17（32） 4（13） 7.0（2.9）
情　　報 28（ 23） 11（10） 4（ 4） 7.0（5.8）



















































































































受験自治体 埼玉県 群馬県 秋田県 山形県 さいたま市
受験者数 14 １ １ １ １
　２）受験結果であるが，結果的に１次試験に合格した学生は２名（埼玉県）
で15名が不合格となった。現役学生の合格率は13％である。これまで
過去に現役での１次試験合格者が数人しか見られないことを考えると
単年度で複数合格者が初めて現れたことになる。しかしながら，15名
の不合格者数には課題が残るので，合格率を引き上げる対策が求めら
れる。　
　　　また２次試験に合格した学生は，前述したとおり現役学生は３名で
あった。現役学生の２次試験受験者は４名であったが，惜しくも１名
（高校「情報」）が合格するに至らなかった。
　　　本学の既卒者を合わせると埼玉県教員採用試験では今回の試験で７
名の合格者を出している。中には昨年度在学中での受験で不合格と
なったが，非常勤講師等を務めて再度挑戦し本学で初めての中学校数
学に合格した方もおられる。
　３）不合格者の試験結果の自己採点であるが，報告のあった受験者の平
均回答率は，一般・教職教養が50.8％，専門科目54.2％であった。こ
の結果から「一般・教職教養試験」結果が思わしくないようである。
実際には報告のない受験生は模擬試験の結果からも推定されるがかな
り低い回答率と思われるので，全体的な回答率は40％前後であろう。
　４）不合格者の１次試験のための準備については以下のとおりである。
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表５　１次試験準備結果（単位人）
準備結果内容 人数
十分であったと思った。  0
もう少し準備しておく必要があった。 10
あきらめていた。  3
　　　多くの学生が準備不足を挙げている。教員採用試験対策講座は表３
のとおり年間を通して勉強会や模擬試験を実施してるが，なかなか本
気になって受験勉強をスタートできないでいる学生が多くいる。その
ため，３年前から２・３月期教員採用試験対策講座を実施し，実力アッ
プ講座として主体的な学びになるよう支援をしている。昨年の２・３
月期教員採用試験対策講座では，10名を超える学生が参加したが，３
日間ほぼ全員が出席し，主体的な勉強会に近づけることができた。こ
の時の印象として，グループ全体がかなり熱っぽい雰囲気の中で学習
していた記憶がある。
　５）前問での準備内容に対して，「十分であったと思った」，「もう少し
準備しておく必要があった」と回答した学生に，準備にどのような点
が必要と考えるかの設問では，
表６　教員採用試験の準備に必要な点の回答
〇試験に向けた勉強，一般教養と専門科目が不足である。（複数）
〇１・２年の段階から勉強する必要がある。
〇教養試験は過去問と全体のまとめが必要である。
〇苦手な問題の演習，問題の反復が必要である。
〇大学の講義での理解不足と教採を始める時期が遅い。
〇教師になるための気持ちが不足である。
　　　と答えている。支援している立場から見ると，教養試験の受験勉強
の仕方がわからないか，十分ではないことが目に付く。以前から想像
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していたとおり，そのことが原因として受験勉強のスタートが遅れる
理由の一つとなっていることが明確になった。専門科目についても十
分な自信を持っている学生が少ない。これらのことに２・３月期教員
採用試験対策講座で十分に対応することが求められる。
　６）「あきらめていた」と答えた人になぜあきらめたのかの設問では，
表７　「あきらめていた」理由の回答
〇大学院進学の勉強のため教採の勉強不足となった。
〇現役合格を目指していなかった。
〇教育実習を終えて自分の将来を見直したから。
　　　過去の受験結果からみると，大学院進学のための受験勉強と教員採
用試験の準備が重なることもあり，その両立による受験は難しいよう
だ。大学院に進学してからの受験のほうが可能性が高いのではないか。
また，埼玉県では大学院生の受験を推奨しているようであるので，今
後大学院生の受験体制についても学科と連携して進める必要があると
考える。「教育実習を終えて自分の将来を見直した。」の理由は，それ
はそれで正しい判断ではないだろうか。
　７）１次試験に合格した学生は２名とも埼玉県であった。その合格した
科目は，中学校「理科」１名，高等学校「情報」１名であった。２次
試験の自己採点は，中学校「理科」では70％程度で合格，高等学校「情
報」では50％程度で，集団討論，集団面接（高校），専門（高校）で
得点を伸ばすことができなかったようだ。この点についても対策講座
で具体的に対応したい。
（３）設問６
　本学の教員採用試験対策についての要望を以下に挙げる。
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表８　教員採用試験対策についての要望内容
〇教職教員の熱心な対応に感謝する。
〇早期から教採に関心を持つために授業に過去問を取り入れる。
〇４年生の教育実習を終えた後の授業を見学する機会があると勉強に
なる。後期の「教職実践演習」と重なり難しいと思うが。
〇「技術」に関して引き続き実技に力を入れていただきたい。
〇教採対策をする時は必ず強制的に出席させる。
　本学の教員採用試験対策講座については，教職学生から熱心な対応に感
謝する記述もあり，多くの機会を設けていることにある程度満足している
と思われる。また教職学生は，教員採用試験に向けて地道に努力している
が，積極的に対策講座に参加できる仕組みも求めていることが伺われる。
そのことを念頭に，次年度以降の対策講座の改善充実が求められよう。
４　まとめ　
　本学の教員採用試験対策講座について，前述した本年度当初の「教職課
程意識調査」で，教員採用試験対策講座の実施について知っているかとい
う設問では，28人（96％）が知っていると答えている。しかし，対策講座
に参加するかという設問では参加するが７人（24％），今後参加を考える
が14名（48％）であった。対策講座は学生に周知しているが積極的な参加
率は低い。参加率を上げるために「強制して参加させる」ことも考えられ
るが，主体的な学習こそが教員採用試験に求められるのであり，本人が本
気にならない限り合格は難しい。
　設問６にあるように教職学生が対策講座に参加しやすい雰囲気づくりが
今後の改善点となることが確認できた。参加しやすい雰囲気づくりには，
教職課程での基礎的な学びとともに，教職への使命，実践的な学び等を充
実させることが必要である。そのため，「学校インターンシップ」を導入
することは，個々の学生がこれらの学びを理解するチャンスである。本学
でも本年度に少数の学生対応であるが，試行として「学校インターンシッ
プ」を導入した。２・３年生での学校現場の体験は教職の意識を高めるこ
とができるとともに，教員採用試験への意識も上がり，対策講座の参加率
を高めることができると考える。
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５　資料
平成30年11月
教員採用試験受験アンケート
設問１　あなたは，平成31年度教員採用試験（試験実施は平成30年夏）
を受験しましたか。
　　①　はい　　　　　　　　②　いいえ
設問２　設問１で「①はい」に答えた人は以下に答えてください。
（１）私は　　　　（都・府・県・市・私学）を受験しました。
（２）その結果はいかがでしたか。
　　①　１次試験に合格　　　②　１次試験に不合格
（３）（２）で②と答えた人に聞きます。
　　１次試験の自己採点はどのくらいでしたか。（各％で正答率を答える）
　　①　一般・教職教養　　　　％　　②　専門科目　　　　％
　　③　その他　　　　％
（４）（２）で②と答えた人に聞きます。
　　１次試験のための準備はいかがでしたか。
　　 ①十分であったと思った　②もう少し準備しておく必要があった
　　③あきらめていた
（５）（４）で①，②と答えた人に聞きます。
　　準備にどのような点が必要と考えますか。
（６）（４）で③と答えた人に聞きます。
　　なぜあきらめたのですか。その理由をお聞かせください。
（７）（２）の問いで①と答えた人に聞きます。
　　① 　１次試験を合格した自治体はどこですか。　　　　　（都・府・
県・市・私学）
　　②　１次試験を合格した科目は何ですか。　　　　　　　
　　③　２次試験を受験しましたか。　①　はい　　②　いいえ
　　④ 　２次試験の自己採点はどのくらいですか。（各％で正答率を答
える）
　　　　○個人面接　　％　○集団面接　　％　○集団討論　　％
　　　　○論作文　　％　　○実技　　％　○その他（　　　）　　％
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設問３　あなたは次年度以降に教員採用試験を受験しますか。
　　①　はい　　　　　　②　いいえ
設問４　設問３で「①はい」と答えた人に聞きます。
（１）私は次年度以降に　　　（都・府・県・市・私学）を受験します。
（２）その理由は何ですか。
　　①　必ず教員になりたい。
　　②　必ずではないが受験したい。
　　③　数年後に受験することを考えている。
設問５　設問３で「②いいえ」と答えた人に聞きます。
（１）あなたの進路は教員以外に決まっていますか。
　　①　はい　　　　　　②　いいえ
（２）（１）で「①はい」と答えた人に聞きます。
　　①　進路は民間企業に内定しています。
　　②　進路は民間企業以外（　　　　）に決まっています。
設問６　本学の教員採用試験対策についての要望を以下に記述してく
ださい。
埼玉工業大学教職センター
